
（別紙３）

～ R8年　2月　25日

（対象者数） 22 （回答者数） 19

～ R8年　2月　2７日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
運動や感覚統合に関する知識を身につけて、アセスメント
能力の向上を図っていく。

2
事例検討などを踏まえて、職員全体の支援技術の向上を図っ
ていく。

3 朝礼・昼礼・終礼等にて職員間での情報共有の徹底を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 定期的な情報発信を検討していく。

2 地域との交流の機会を検討していく。

3

○事業所名 まかろんキッズ　名島教室

○保護者評価実施期間 R8年　２月　1日

○保護者評価有効回答数

R8年　2月　2６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　3月　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

情報発信 保護者会や保護者の研修会を設けていない。

地域交流の少なさ 個人情報の観点から実地していない。

児童の特性に合わせたプログラム実施 個々の合わせた運動中心の支援プログラムの実施。

研修機会の充実
動画研修や社内研修及び発達支援に精通した外部講師による
研修の実施。

保護者との情報共有を密に行っている。
連絡帳や送迎時にて、日々の児童の様子を報告している。
必要に応じて、電話等で情報共有を行っている。

事業所における自己評価総括表公表
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